第62回日本衛生動物学会大会プログラム
講演はすべて口頭発表です．Windows XP動作環境のパソコンと液晶プロジェクターを使用します．一般講演者は大会事務局に講演ファイルを送ってください． 
１）講演時間
一般講演は発表8分，質疑応答2分，合計10分です．
２）ファイル作成
ファイルはPowerPoint 2003で用意してください．これ以外の動作環境で作成した場合には，事前にWindows XP環境で作動することを確かめてください．
　３）ファイル送付　3月29日(月)大会事務局必着
　　　PowerPointファイルを電子メールに添付してお送り下さるか，大会事務局にCD-Rで郵送してください．CD-Rは希望された場合のみ受付でお返しいたします．郵便物に返却希望とご記入ください．
４）大会当日のファイル受付や変更受付は致しません．
ファイル送り先： 鹿児島大学多島圏研究センター　野田伸一
　　　　　　　　〒890-8580　鹿児島市郡元1丁目21‐24
　　　　　　　　電話：099‐285-7394　　Fax：099‐285-6197

　　　　E-mail：62taikai@cpi.kagoshima-u.ac.jp
４月３日（土）A会場　

　　
9：20　A01　岩手県におけるヒトスジシマカ分布調査

＊佐藤 卓1，松本 文雄1，安部 隆司1，二瓶 直子2，小林 睦生2（1岩手県環境保健研究センター・地球科学，2感染研・昆虫医科）
9：30　A02　分布境界領域に位置する山形市におけるヒトスジシマカの定着状況

＊二瓶 直子，駒形 修，斉藤 一三，栗原 毅，小林 睦生（感染研・昆虫医科）
9：40　A03　愛知県における蚊発生状況調査2008

＊新庄 五朗1，川瀬 充1，40周年記念事業 実行委員会2（1財日本環境衛生センター，2社愛知県ペストコントロール協会）
9：50　A04　徳島県阿南市の水田地帯における疾病媒介蚊調査

＊津田 良夫，金 京純（感染研） 
10：00　A05　福井県鯖江市・越前市における蚊の発生調査の成績

＊渡辺 護1，米島 万有子2，二瓶 直子1，小林 睦生1（1感染研・昆虫医科，2立命館大・地理（院））
10：10　A06　滋賀県琵琶湖湖東地域における感染症媒介蚊の分布調査とその景観分析

＊米島 万有子1，渡辺 護2，二瓶 直子2，津田 良夫2，中谷 友樹3，小林 睦生2（1立命館大院・地理，2感染研・昆虫医科，3立命館大）
10：20　A07　琵琶湖湖東地域におけるハマダラカ属を中心とした蚊相と戦後の土地利用の変遷

＊二瓶 直子1，米島 万有子2，渡辺 護1，津田 良夫1，金 京純1，澤邉 京子1， 大橋 眞3，中谷 友樹4，小林 睦生1（ 1感染研，2立命館大・地理（院），3徳島大・総合科学，4立命館大）
10：30　A08　リヴァースシマカの本州からの記録

＊大橋 和典1，阿部 眞由美2（1豊中市，2金沢大・理工学域）
10：40　A09　琉球列島各地で撮影された冷血動物を吸血するハエ類

＊宮城 一郎，當間 孝子，万年 耕輔（琉球大・医・保健）
10：50　A10　マレーシア国サラワク州のバリオ高地２村の人家内外で採集された蚊

＊當間 孝子1，宮城 一郎1，岡澤 孝雄2，万年 耕輔1（1琉球大・医・保健，2金沢大）
11：00　A11　Topomyia (Suaymyia) nepenthicolaの棲息するウツボカズラ

＊岡澤 孝雄1，宮城 一郎2，當間 孝子2，比嘉 由紀子3，Charles Leh 4（1金沢大・留学生センター，2 琉球大・医，3長崎大・熱研，4サラワク博物館）
11：10　A12　西ケニアにおけるAnopheles gambiae種群の種構成の変化

＊二見 恭子1，Peter Lutiali1，Mercy Mwaina1，Gorge Sonye2，Gabriel Dida3，Scholastica Wagalla1, Jecinta Odeo1, James Kongere1, Noboru Minakawa1（1長崎大・熱研，2Spring of Hope，3School of Public Health, Maseno University）
11：20　A13　野外の低温条件下におけるアカイエカとチカイエカの吸血活動

＊大橋 和典1・2，津田 良夫3，葛西 真治1，川田 均1，阿部 眞由美4，都野 展子1，高木 正洋1（1長崎大・熱研，2住友化学，3感染研・昆虫医科，4金沢大・理工学域）
11：30　A14　東京都立公園におけるコガタアカイエカの越冬生態調査（2009年春と秋の調査結果）

＊津田 良夫，金 京純（感染研）  

11：40　A15　コガタアカイエカの成虫密度の極端な地域差と冬期温度条件との関係

＊小林 睦生1，駒形 修1，森林 敦子1，米島 万有子2，蒲田 龍星1，金 京純1， 斉藤 一三1，渡辺 護1，沢辺 京子1，津田 良夫1，二瓶 直子1（1感染研・昆虫医科，2立命館大・地理）
11：50　A16　都市部公園におけるヒトスジシマカの潜み場所に関する予備的調査

＊小林 睦生1，平良 常弘2，米正 静男2，二瓶 直子1，吉田 政弘3（1感染研・昆虫医科，2西宮市・環境衛生，3いきもの研究社）
13：00　　　総　会
13：45　　　学会賞・佐々賞　受賞式
14：00　　　学会賞受賞講演　佐々木　均（酪農学園大学）
「疾病媒介吸血昆虫類の吸血生態，分布，防除に関する研究」
14：45　　　特別講演１　藤崎幸蔵（鹿児島大・農・獣医・新興感染症）
「マダニ体内におけるバベシア原虫伝搬の分子機構」
15：50　A17　液化炭酸ガス製剤のヒトスジシマカに対する野外での効力評価（１）－寺の墓地における効力評価－

＊皆川 恵子1，數間 亨1，武藤 敦彦1，橋本 知幸1，小泉 智子1，芳村 健治2，皆川 文康3，大北 英雄3，渡辺 登志也3，浅野 和男4，葛西 真治5，佐々木 清光6，西山 峰雄6，岩田 貴博6（1日本環境衛生センター，2日本液炭株，3住化エンビロサイエンス株，4住化ライフテク株，5感染研，6沼津市）
16：00　A18　液化炭酸ガス製剤のヒトスジシマカ成虫に対する野外での効力評価（２）－民家の庭における効力評価－

＊武藤 敦彦1，芳村 健治2，小林 睦生3（1財日本環境衛生センター・環境生物，2日本液炭株・技術開発，3感染研・昆虫医科）
16：10　A19　ヒトスジシマカを中心とした蚊防除法の検討

＊吉田 政弘1，小林 睦生2，二瓶 直子2，平良 常弘3，米正 静男3（1いきもの研究社，2感染研，3西宮市環境衛生課）
16：20　A20　常温揮散性化合物メトフルトリンの定量的な蚊忌避活性評価方法

＊菅野 雅代1，石渡 多賀男1，岩崎 智則2（1住友化学・農業化学品研究所，2住友化学・生活環境事業部）
16：30　A21　ベトナム南部におけるペルメトスリン処理された網(オリセットネット)と昆虫成長制御剤ピリプロキシフェンのネッタイシマカへの防除効果

＊角田 隆1，川田 均1，Huynh Trang2，Luu Loan2，長谷部 太1，　　　　　都築 中1，高木 正洋1（1長崎大・熱研，2ホーチミン市パスツール研究所）
16：40　A22　マラウイ共和国における蚊の家屋への侵入に対するハウススクリーニングの効果

＊山田 晃嗣1，ダイロ ペンバ2，前川 芳秀1，川田 均1，高木 正洋1，皆川 昇1 （1長崎大・熱研，2Department of Biological Sciences, Chancellor College, University of Malawi）

16：50　A23　西ケニアにおける蚊帳の使用状況とその効果調査

＊前川 芳秀1，川田 均1，Gabriel O Dida 2，Gorge O Sonye 2，二見 恭子1，Sammy M Njenga 3，金子 聰1，高木 正洋1，皆川 昇1（1長崎大・熱研，2Spring of hope, Mbita Point，3Eastern and Southern Africa Centre of International Parasite Control）
17：00　A24　ペルメトリン含浸ネットの吸血性アブ類対策における有用性

＊佐々木 均（酪農学園大）
17：10　A25　ケニア西部（Gembe East, Mbita）におけるマラリア媒介蚊のピレスロイド感受性に関する調査（１）発生源調査と幼虫のピレスロイドに対する感受性

＊川田 均1，前川 芳秀1，駒形 修2，葛西 真治2，冨田 隆史2，Charles Mwandawiro 3，Sammy M Njenga 2，皆川 昇1，高木 正洋1（1長崎大・熱研，2感染研，3Eastern and Southern Africa Centre of International Parasite Control）
17：20　A26　ケニア西部（Gembe East, Mbita）におけるマラリア媒介蚊のピレスロイド感受性に関する調査（２）家屋内で採集した成虫から得られた次世代のピレスロイドに対する感受性

＊川田 均1，前川 芳秀1，駒形 修2，葛西 真治2，冨田 隆史2，Charles Mwandawiro 3，Sammy M Njenga 3，皆川 昇1，高木 正洋1（1長崎大・熱研，2感染研，3Eastern and Southern Africa Centre of International Parasite Control）
17：30　A27　ネッタイシマカ成虫のピレスロイド剤抵抗性機構（１）

＊葛西 真治，駒形 修，糸川 健太郎，小林 睦生，冨田 隆史（感染研・昆虫医科）
17：40　A28　アカイエカ種群蚊のピレスロイド抵抗性遺伝子kdrの遺伝子型

＊駒形 修1，葛西 真治1，糸川 健太郎2，二瓶 直子1，津田 良夫1，小林 睦生1，冨田 隆史1（1感染研・昆虫医科，2千葉大院・融合科学）
17：50　A29　アタマジラミのピレスロイド系駆除薬抵抗性に関する2009年の調査結果

＊冨田 隆史1，葛西 真治1，駒形 修1，夏秋 優3，石井 則久2，小林 睦生1（1感染研・昆虫医科，2感染研・ハンセン病研究センター，3兵庫医大・皮膚）
４月３日（土）B会場
09：20　B01　福島県南半部に多発するKawasaki型ツツガムシ病の感染推定地に対応するタテツツガムシの分布

高田 伸弘1，＊及川 陽三郎2，藤田 博己3，成田 雅4（1福井大・医，2金沢医大，3大原綜合病院附大原研，4太田西ノ内病院）
09：30　B02　タテツツガムシのクラスタ－形成と解散に係わる要因について

高橋 守1，＊三角 仁子2，野田 伸一3，山本 進4，高橋 久恵5，菊地 博達2（1川越総合高校，2埼玉医大・麻酔，3鹿児島大・多島圏研究センター，4鹿児島大院・医歯学総合・環境医，5University of Surrey Guildford）
09：40　B03　タテツツガムシLeptotrombidium scutellare幼虫のEST解析
＊川島 秀一1，渡辺 純一1，金久 實1・2，山下 敦士3，服部 正平4，山本 進5，野田 伸一6（1東京大・医科研，2京都大・化学研究所，3北里大・生命科学研究所，4東京大院・新領域創成，5鹿児島大院・医歯学総合・環境医，6鹿児島大・多島圏研究センター）
09：50　B04　ウミヘビツツガムシの生活環

＊高橋 守1，三角 仁子2，増永 元3，田原 義太慶4，角坂 照貴5，鳥羽 通久6，三保 尚志6，高橋 久恵7，高田 伸弘8，藤田 博己9，岸本 寿男10，菊地 博達2（1川越総合高校，2埼玉医大・麻酔，3沖縄県宜野湾市，4琉球大・熱帯生物圏研究センター，5愛知医大・寄生虫，6日本蛇族学術研究所，7University of Surrey Guildford，8福井大・医・病因病態，9 大原綜合付大原研究所，10岡山県環境保健センター）
10：00　B05　鹿児島県薩南諸島におけるアサヌママダニと紅斑熱群リケッチア保有状況調査

本田 俊郎1，＊藤田 博己2，御供田 睦代1，角坂 照貴3，矢野 泰弘4，高田 伸弘4，及川 陽三郎5，安藤 秀二6，川端 寛樹6，山本 正悟7，高野 愛6，坂田 明子6（1鹿児島県大島病院，2大原綜合病院付大原研，3愛知医大，4福井大・医，5金沢医大，6感染研，7宮崎県衛生環境研究所）
10：10　B06　新型走査電顕画像によるマダニ幼若虫の有用分類の試行

＊矢野 泰弘，高田 伸弘（福井大・医・病因病態）
10：20　B07　数種の植物精油のダニ類に対する効果

＊渡辺 洋介1，三浦 雅典1，谷 重和2，野田 伸一3（1有生物環境研究所，2イカリ消毒株，3鹿児島大・多島圏研究センター）
10：30　B08　折りたたみ式金網ネズミトラップの製品化

＊角坂 照貴1，川瀬 義信2（1愛知医大・医・寄生虫，2株カワセ）
10：40　B09　ヒョウヒダニアレルゲンの定量I．ヒョウヒダニ数とアレルゲン量の相関に関する実験的検証

＊橋本 知幸1，小泉 智子1，皆川 恵子1，數間 亨1，武藤 敦彦1，江口 英範2，松永 忠功2（1財日本環境衛生センター，2住化エンビロサイエンス株）
10：50　B10　ヒョウヒダニアレルゲンの定量 Ⅱ．ダニアレルゲン簡易検査キット「マイティチェッカーR」スコアとヒョウヒダニアレルゲン量の相関に関する実験的検証

＊江口 英範1，松永 忠功1，橋本 知幸2，小泉 智子2，皆川 恵子2，數間 亨2，武藤 敦彦2（1住化エンビロサイエンス, 2財日本環境衛生センター）
　　　
11：00　B11　ヒョウヒダニ抗原の塗布によるアトピー性皮膚炎モデルマウスの作製

＊松岡 裕之（自治医大・医動物）
11：10　B12　ハツカネズミケモチダニ感染NCマウスで重篤な皮膚炎が認められない　ケースについて

＊及川 陽三郎（金沢医大・生体感染防御（医動物））
11：20　B13　日本産のサシチョウバエ（Diptera: Psychodidae, Phlebotominae）について

＊三條場 千寿1，Ozbel Yusuf2，麻田 正仁1，Sumbuu Gantuya1，長田 康孝1，宮城 一郎3，松本 芳嗣1（1東京大院・農学生命科学・応用免疫，2エゲ大・医・寄生虫，3琉球大・医・保健）
11：30　B14　富山県の山間地キャンプ場におけるイヨシロオビアブ発生数の年変動

＊渡辺 護1，山内 健生2（1感染研・昆虫医科，2富山県衛生研究所）
11：40　B15　屋久島の山地でマレーズトラップによって得られたスズメバチ類の種構成と季節消長

＊山内 健生1，牧野 俊一2（1富山県衛生研究所，2森林総合研究所）
11：50　B16　土地区画整理事業に伴うセアカゴケグモの分布について

＊吉田 政弘（いきもの研究社）
16：00　B17　ミトコンドリア遺伝子配列に基づくブユの系統分類

＊大塚 靖，青木 千春，高岡 宏行（大分大・医・感染予防）
16：10　B18　広島で見いだされた人獣共通オンコセルカ症：パラフィン包埋虫体切片を材料としたDNA解析による起因種の同定

＊福田 昌子1・５， 宇仁 茂彦2，保田 智之3，大作 浩一3，長谷川 英男4，大塚 靖5，高岡 宏行5（1大分大・全学研究推進機構，2大阪市大・医・医動物，3庄原赤十字病院，4大分大・医・生物，5大分大・医・感染予防）
16：20　B19　2003～2009年の鹿児島におけるCulicoides属ヌカカからのアルボウイルス分離

＊梁瀬 徹，加藤 友子，堀脇 浩孝，白藤 浩明，山川 睦（動物衛生研究所）
16：30　B20　オオハリアリ刺症に伴うアナフィラキシー反応

＊夏秋 優（兵庫医大・皮膚）
16：40　B21　トコジラミにおける菌細胞局在性の栄養相利共生細菌ボルバキアの発見

＊深津 武馬1，細川 貴弘1，古賀 隆一1，菊池 義智1，孟 憲英1，二河 成男2（1産業技術総合研究所，2放送大学）
16：50　B22　タバコシバンムシに付着させたAspergillus ochraceus のオクラトキシンA産生

＊橋本 一浩1，川上 裕司1，浅野 勝佳3，陰地 義樹3，内田 明彦2（1エフシージー総合研究所・環境科学，2麻布大院・環境保健，3奈良県保健環境研究センター）
17：00　B23　河川中流域の河面を飛翔する水生昆虫類の飛翔行動について

＊平林 公男，井上 栄壮，Fu Zhenghai，生玉 理恵（信州大・繊維・応用生物）
17：10　B24　授乳中幼クマネズミの発する超音波による成クマネズミの誘引効果

＊谷川 力1，春成 常仁1，木村 悟朗1，佐藤 正彦1，謝 林1，神田 浩一2，加藤 光吉2，坂巻 佳壽美2，大原 衛2，仲村 将司2，渡辺 洋介3（1イカリ消毒株，2東京都産業技術研究センター，3生物環境研究所）
17：20　B25　フサヒゲフンコバエによる食品工場での大量発生の一例（双翅目, フンコバエ科）

＊林 利彦1，中山 恒友2（1感染研・昆虫医科，2株帝装化成研究部）
17：30　B26　千葉県におけるヤマトクロコバエDesmometopa singaporensisの採集記　　　　　
　　　　　　録

＊木村 悟朗1，岩佐 光啓2，谷川 力1（1イカリ消毒株，2帯広畜産大）
17：40　B27　白骨死体大腿骨頭内からのハエ幼虫検出事例
＊桐木 雅史1，千種 雄一1，一杉 正仁2，黒須 明2，徳留 省悟2（1獨協医大・熱帯病寄生虫病，2獨協医大・法医）
17：50　B28　円山川中州菊屋島におけるクロベンケイガニの大平肺吸虫メタセルカリア寄生とハエ類のミラシジウム感染実験について

＊山西 浩（神戸学院大・栄養）
４月４日（日）A会場　
9：00　　　　特別講演２　前川秀彰
（琉球大・熱帯生物圏研究センター・分子生命科学研究施設）
「南西諸島の地理的変動と分子系統解析によるクワコの進化との関係」
10：00　A30　日本産シナハマダラカ類の種名について

＊上村 清（丸三製薬）
10：10　A31　ベトナム全土における古タイヤに発生する蚊類の生態調査（6）ネッタイシマカおよびヒトスジシマカの発生環境

＊比嘉 由紀子1，Thi Yen Nguyen2，川田 均1，後藤 健介1，Hai Son Tran2，Thuy Hoa Nguyen2，高木 正洋1（1長崎大・熱研，2ベトナム国立衛生疫学研究所）
10：20　A32　ベトナム国ナチャン市における高温乾季のデング感染リスクの上昇について

＊都築 中1，Vu TD2， 比嘉 由紀子1，Nguyen TY2，高木 正洋1（1長崎大・熱研・病害動物，2 ベトナム国立衛生疫学研究所）
10：30　A33　Anopheles dirusの人家への飛来数を村の地図から予測する
＊砂原 俊彦1，Ho Dinh Trung2，Le Kahn Thuan2，中澤 秀介1，門司 和彦3，高木 正洋1，山本 太郎1（1長崎大・熱研，2 National Institute of Malariology, Parasitology and Entomology，3総合地球環境学研究所）
10：40　A34　光センサーを用いたチカイエカの吸血・吸蜜・産卵行動の日周リズムに関する実験的研究

＊児玉 達治1，亀崎 宏樹1，上村 慎一郎1，津田 良夫2（1ライオン株，2感染研）
10：50　A35　コガタアカイエカの休眠導入期から覚醒期における脂質含量と脂肪酸組成の変動

＊森林 敦子，沢辺 京子，金 京純，津田 良夫，小林 睦生（感染研・昆虫医科）    

11：00　A36　Anopheles gambiae complex幼虫の捕食者　―PCR法を用いた捕食の有無の確認―

＊大庭 伸也1，Dida O Gabriel2，Jumo Duncan3，川田 均1，皆川 昇1，高木 正洋1（1長崎大・熱研・病害動物，2School of Public Health, Maseno University，3International Centre for Insect Physiology and Ecology）
11：10　A37　Anopheles hyrcanus群ハマダラカ雌成虫の翅脈暗斑・白斑の長さの種間差異への寄与

＊高井 憲治1，小熊 譲2，沢辺 京子3，金 京純3，津田 良夫3，小林 睦生3（1聖マリアンナ医大，2筑波大，3感染研）
11：20　A38　ヒトスジシマカによる他種ヤブカに対する繁殖干渉の実験的検討

＊平尾 邦道1，伊澤 晴彦2，鍬田 龍星2，津田 良夫2，星野 啓太2，佐々木 年則2，糸山 享2，澤邉 京子2，小林 睦生2（1明治大・農，2感染研）
11：30　A39　マレーシア・クチンにおけるマラリア媒介蚊に対するコントロールモデルについて

＊白川 康一1，益田 岳2，石川 登2，西渕 光昭2（1京都大院・病原細菌，2東南アジア研究所）
11：40　A40　デング熱伝播シミュレーションモデル"Excel-Ent"を用いた，ベクターコントロールの効果の検証

＊大木 美香，砂原 俊彦，山本 太郎（長崎大・熱研・国際保健）
11：50　A41　一般化線形混合モデルのフィールド研究への応用

＊皆川 昇（長崎大・熱研・病害動物） 

４月４日（日）B会場
10：10　B29　石川県内の水田近辺で行ったドライアイストラップによる蚊の採集と日本脳炎ウイルス分離の結果

＊村上 学1，及川 陽三郎2，上村 清3，竹上 勉1（1金沢医大・総医研・分子腫瘍，2金沢医大・生体感染防御，3丸三製薬株）
10：20　B30　2009年国内捕集コガタアカイエカの日本脳炎ウイルス保有調査

＊鍬田 龍星1，伊澤 晴彦1，星野 啓太1，佐々木 年則1，津田 良夫1，金 京純1，梁瀬 徹2，白藤 浩明2，山川 睦2，今田 忠男2，　　　　　　　小林 睦生1，沢辺 京子1（1感染研，2動物衛生研究所・九州支所）
10：30　B31　2006－2008年ベトナムにおける日本脳炎ウイルスおよび媒介蚊調査

＊沢辺 京子1，鍬田 龍星1，星野 啓太1，伊澤 晴彦1，佐々木 年則1，比嘉 由紀子2，津田 良夫1，Nguyen Thi Yen3，Phan Thi Nga3，高木 正洋2，小林 睦生1（1感染研・昆虫医科，2長崎大・熱研，3ベトナム衛生疫学研究所） 

10：40　B32　日本脳炎ウイルスのアカイエカ体内での越冬の可能性について

＊沢辺 京子，佐々木 年則，森林 敦子，葛西 真治，津田 良夫，小林 睦生（感染研・昆虫医科）
10：50　B33　蚊の日本脳炎ウイルス感受性
＊佐々木 年則，澤邉 京子，鍬田 龍星，金 京純，津田 良夫，伊澤 晴彦，小林 睦生（感染研・昆虫医科）
　　　　
11：00　B34　タイ国産ネッタイシマカのチクングニアウイルス感受性

＊江下 優樹1，高崎 智彦2，林 昌宏2，Srisawat Raweewan3，Komalamisra Narumon3， Rongsriyam Yupha3，湯 偉峰4，青野 裕士4，牧野 芳大4，成田 弘成5，牛島 廣治6，倉根 一郎2 （1大分大・医・感染予防，2感染研・ウイルス，3Department of Medical Entomology, Faculty of Tropical Medicine, Mahidol University，4大分大・医・公衆衛生・疫学，5桜花学園大，6藍野大・藍野健康科学センター）
11：10　B35　国内捕集コガタアカイエカから分離された新規ラブドウイルスの性状解　　　　　
　　　　　　析

＊鍬田 龍星，伊澤 晴彦，星野 啓太，津田 良夫，佐々木 年則，小林 睦生，沢辺 京子（感染研）
11：20　B36　2007年および2008年に新潟県佐潟湿地で捕獲された蚊の発生状況ならびに鳥マラリア原虫の保有状況

＊金 京純，津田 良夫（感染研）   

11：30　B37　動物園の特性を活かした鳥マラリアの感染生態調査

＊江尻 寛子1，佐藤 雪太1，津田 良夫2，村田 浩一3，原 樹子4，湯川 眞嘉1（1日本大・生物資源科学・獣医・実験動物，2感染研・昆虫医科，3東京都恩賜上野動物園，4日本大・生物資源科学・動物資源科学・野生動物）
11：40　B38　非培養法によるAnopheles stephensi中腸内細菌叢の解析

＊新井 明治1，清水 少一2，福田 和正3，谷口 初美3，金澤 保2（1香川大・医・国際医動物，2産業医大・医・免疫寄生虫，3産業医大・医・微生物）
